
【横断歩道⾛⾏時の条件】
Q. 横断歩道を⾛⾏する場合、どのように⾛るべきか？

A. 横断歩道は⼈がいる場合、⾃転⾞を降りて渡りましょう。
(1)⾃転⾞横断帯がある場合は、⾃転⾞を横断帯を⾛⾏しましょう。
(2)⾃転⾞横断帯がない場合は、⾃転⾞を降りて渡りましょう。
※ただし、横断歩道に⼈がいない場合は徐⾏しながら⾛⾏可能

【歩道⾛⾏時の条件】
Q. 歩道を⾛⾏する場合、どのように⾛るべきか？

A. ⾞道側の⾛⾏するのが原則( 原則歩道の⾃転⾞⾛⾏は禁⽌ )
ただし、以下の場合は歩道を⾛⾏することが可能
(1）歩道に「⾃転⾞通⾏可」の道路標識や、道路標⽰がある場合。
（2）歩道に「普通⾃転⾞通⾏指定部分」の道路標⽰がある場合。
（3）運転者が13歳未満⼜は70歳以上、または⾝体の障害を有する者である場合。
（4）歩道を通⾏することが「やむを得ない」と認められる場合。

※やむを得ないケース … 進⾏⽅向側の道路が⼯事中 etc

【横断歩道⾛⾏時の条件】
Q.  あなたは、⼗字路を右折したいと考えています。
進⾏⽅向の⾚信号で、右折可能となっています。
どのように⾛るべきか？

A. 2段階右折で⾛⾏しましょう
(1)向かい側の⾞線で停⾞
※停⽌位置は横断歩道前でも可能。
ただし、危険と感じた場合は歩道で待機。

(2)信号が変わり次第、直進

Q. 2⾞線以上の⼗字路を右折する場合
右折専⽤レーンから曲がるのはできるか？

A. 不可です。2段階右折で⾛⾏しましょう
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